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県内、国内及び海外の市場の変化
➢ 国内の市場規模は、人口減少や高齢化に伴い縮小

  急速な需要の減少が、日本の食品関連産業に大きな影響を与えることは不可避
➢ 他方で、世界のマーケットは、人口の増加に伴い拡大する可能性

 生産基盤を維持し、輸出促進により世界の食品市場を獲得していくことが重要
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人口減少、高齢化に伴い
国内市場規模は縮小
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1,360兆円
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国内全体を上回る
スピードで縮小

世界の飲食料マーケットは
引き続き拡大していく

可能性が高い

出典：園芸作物の輸出の現状（令和６年７月 農林水産省）

出典：しまね統計情報データベース、農林水産省「生産農業所得統計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」
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国内の農林水産物・食品の輸出実績
➢ 2025年1～12月の輸出実績は１兆7,005億円と13年連続で過去最

高を更新（対前年度＋1,934億、＋12.8%）

➢ 主な要因：インバウンドによる日本食の認知度向上、健康志向の高ま
り等による既存商流の取扱量拡大、新規商流の獲得による増加

➢ 県内でも主力である、茶、牛肉、菓子、醤油、米などが伸長

出典：農林水産省「2025年1-12月 農林水産物・食品の輸出額」、「米の輸出をめぐる状況について（令和８年４月）」より

輸出額の増加が大きい主な品目（2023年1～12月、本県でも輸出実績がある品目等）

品目 金額※百万円（増加率※%） 主な要因等

緑茶 72,094（+98.2） 欧米・ASEAＮ向け等が、ラテやスイーツ等の食品原料となる粉末抹茶等を中心に増加

米 13,880（+15.4） 日本食レストラン、おにぎり店等での需要が増加

牛肉 73,105（+12.8） 欧米・アジア向けが既存商流の拡大や新規商流の開拓等による需要の高まりにより増加

醤油 13,493（+10.7） 日本レストランを中心に、現地のニーズに合わせたレシピの充実･普及により増加

菓子 37,384（+ 8.8） 米国・アジア向けがSNSを通じた日本産品への人気の高まり等により増加
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県内企業の輸出実績※食品製造業

➢ 国内市場縮小への懸念などから、
県内企業の輸出額は、近年一貫して増加し10年間で約5.5倍に

➢ 輸出に取り組む企業数も10年間で約1.8倍(46→83社)、１社あたり
の輸出額は3.1倍に ⇒円安で近年は特に大きく伸長

輸出額の推移

10年間で約5.5倍に
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島根県の輸出への支援体制

➢ 島根県、ジェトロ島根、しまね産業振興財団が連携し、
 ワンストップで輸出のあらゆるご相談に一元的に対応

➢ 世界各地（アジア、米国、欧州など）のバイヤー約50社と繋がり

➢ これまでの取組企業様のお声を踏まえて、
 企業様のご要望や輸出の進捗段階に応じた支援制度を構築

＜輸出の進捗段階に応じた支援イメージ＞

輸出に関するご相談
(３機関が連携して対応）

マーケット・規制情報
の提供（ジェトロ島根）

常駐アドバイザーによる
相談対応(財団)

現地専門家による
販路開拓支援(島根県)

貿易実務セミナー
（ジェトロ島根）

財団による補助金
(計画策定や渡航費等)

ご要望に応じ各国の
バイヤー紹介(島根県)

商談会の
開催、
展示会に
共同出展

県内企業の
海外展開
の進展

(取引額・取組企業の増）
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成果（支援制度を活用した県内企業のお声より）

➢ 単独では出展できない国内外の展示会や商談会に参加することができ、
新たな取引先ができた。（西部の水産加工業）

 ※県や財団が、効果が見込まれる特定の展示会等に一括して申込み、その一部をお貸しすることで、
 低リスクで展示会等への出展が可能です（出展料は有料ですが、単独出展に比べおトクです）。

➢ 英語その他の外国語に堪能な人材や、貿易実務に通じた
人材が社内にはいないが、海外との取り引きが始まった。

 ※御社の状況やご希望に応じて国内の輸出商社をご紹介します。取引が日本語で完結できます。

➢ 現地渡航での商談にあたり、情報収集から現地での通訳まで、
スムーズに商談ができ、取引に繋がった。

 ※島根県では、米国、台湾、マレーシアに現地コーディネーターを配置しています。
 ご希望に応じて、情報提供から商談の同席まで伴走支援が可能です（一部個別契約が必要）
 また、補助金を活用することで、より費用を抑えての渡航商談が可能です。
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令和８年度の主な取り組み
➢ 海外での島根フェア

 10月 マレーシア島根フェア
 10月 オーストラリア島根フェア

➢ しまね海外ビジネス活動支援助成金
現地での商談のための海外への渡航費などをご支援します。

  随時募集、毎月交付決定を行います（～R9.２月、審査会あり）。
  詳しくは、下記の財団ホームページをご覧ください 。
  https://www.joho-shimane.or.jp/solution/subsidy/11668

➢ 現地コーディネーターによる販路開拓支援
４か国(アメリカ(ロサンゼルス)・フランス(パリ)・台湾(台北)・マレーシア)に現地の実情に精通し、

  海外との取引経験豊富なコーディネーターを配置しています。
  現地の最新事情、渡航時のサポートなどにご活用ください。

➢ 食品輸出展開支援事業補助金（R8年度創設）
食品産業の更なる輸出拡大を図るため、各輸出先国の政府機関が求める様々な規制・条件及び海外バイヤー等が

  求める品質・生産性向上に対応するため必要となる施設・設備整備に係る経費を支援します。
【補助率：１／２以内 上限：20,000千円、下限：1,000千円】

（参考）実施済みまたは応募を締め切った取組
• 国内（東京ビッグサイト）で開催される海外向け展示会に島根県ブースとして出展
     6月24日～26日    輸出EXPO（６社）

  3月 9日～12日 Foodex Japan（７社）
• 商談会    5月19日～21日 マレーシア向けオンライン商談会
• 海外での島根フェア     5月8日～18日 アメリカ/Mitsuwa、5月14日～18日 アメリカ/Uwajimaya

このほかにも
様々な海外の

販路拡大の機会を
ご提案します！



輸出に関するご相談・お問い合わせは、、、
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しまね海外ビジネスサポートセンター
   場所：松江市殿町 市町村振興センター５階
電話：0852-22-5632、5303

 E-mail:boeki@pref.shimane.lg.jp

 ホームページ：
https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/syoko/sangyo/boueki_sokusin/
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